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27.冠動脈外科の研究
千大一外。石黒義彦，村上 和，
菅谷健彦，常泉吉朗，
各務正障，岡田光生，
中島伸之 
冠動脈疾患の外科療法は報告者により成績が著る
しく異なる。乙れは効果判定法が不充分であるため
と考え，われわれは新しい方法を用いていわゆる間
接法と云われるものの効果を再検討してみた。手術
を行って 3カ月以上経過した犬の前下行枝を閉塞 
し，その領域の心筋酸素濃度をポーラログラフによ
って測定，局所血流を NaP31心筋局所クリアラン
スにより測定し術前の値と比較検討した。 
心・心膜癒着術・内胸動脈結禁術は何れの方法で
も大部分無効と判定され，前二者合併手術ではポー
ラログラフで 50%，クリアランスで 64%に効果を
み，内胸動脈心筋内移植術ではポーラログラフで
70%，クリアランスで 69% K効果が認められた。
本実験から心・心膜癒着術，内胸動脈結法術合併
手術，内胸動脈心筋内移植術が心筋酸素濃度，局所
血流の改善K効果のあることを知った。これらは臨
床応充分応用し得る方法であり，目下臨床例につい
て検討中である。 
28.人工腎臓の改良とその応用
千大一外。平林健六，田口 勝，
藤井武夫
人工腎臓は 1943年 Kolff等が臨床に応用して以
来多くの改良が行われ，薬物中毒，急性腎不全等lζ
著るしい効果が認められてきた。
教室でも始め coil型人工腎を使用したが，内圧 
の増加で cellophanetubeの膨満を来し，回路内
血液容量が著増し，濯流液との接触も悪く能率の低
下を招き，また運搬にも不便であった。そこで透析
装置内枠の改良を行ったがなお不充分で，更に cel-
lophane tu beを円筒型枠に螺旋状に巻く改良型を
作製し，潅流液との接触を良好均一化し，透析面積
は同じ 4500cm2で能率の向上をみ，血液容量も 350
29.気管支拡張症の外科
千大ー外。樋口道雄，藤山嘉信，香田真一，
東郷七百城，市川邦男，西川義明，
銀木伸典，中川康次，阿部章一
当教室に入院治療した特発性気管支拡張症 36例
に対し，我々はこのうち手術したもの 29例につき，
特に術前術後の気管支造影像ならびに肺機能の面よ
りニ，三の考察を加えた。
治療成績を臨床症状及び生活状態から A:治癒，
B:軽快， C:不変の 3群に分けてみると， A: 44.5 
%， B: 3l.0%，C: 17.2%で死亡は 2例である。
気管支造影像でAは全例病巣が残っていず， Bは
9例中 7例， Cは全例残存病巣があった。 ABCの
肺機能を比較すると， A，Bは共に術後機能の改善
がみられたが，運動負荷試験でBKなお障碍が残つ
ている。 Cでは機能の改善がみられなかった。また
手術不能例を検討した。 
以上の乙とから気管支拡張症の手術に際しては病
巣の存在部位を正確に把握して肺機能の許せ.る範囲
内で出来るだけ病巣を残さないよう心掛け，発見次
第計画的に化学療法を行い時期を遅らせないよう手
術すべきである。
30.癌の化学療法
千大ー外	 伊藤健次郎，。桐原重徳，
内田威郎，三枝一雄，藤本 茂，
松木茂，今留淳，漆原理，
原沢寿三男，小倉孝道，岡田光生
現在癌治療の原則は腫、庸の完全な除去と所属リン
パ腺の徹底的な廓清である。しかしこの根治手術時
に癌細胞が脱落し局所のみならず血行性， リンパ行
性に転移することは充分に考えられる。乙こに抗癌
剤の併用によって転移，再発等を抑制しひいては癌
治療成績の向上を計る乙とは有意義なことである。
我々は手術前後にアルキノレ化剤，代謝拾抗剤，抗 
生物質等を常用量の 3 4倍を間歌投与する方が，"，， 
各薬剤の規定量を連日少量投与するより効果的で副
作用が少いことを確認して実行している。その効果 
ccと減少ー定化でき，組立も容易となった。 Motor， 判定には従来屡々報告して来た如く，血清中の諸酵 
Pumpも小型携帯化した。別に 1個の透析面積450 素，重金属，蛋白分劃像から検討を行い，抗癌剤の 
cm2で，適当数乙れを直列に連結使用し得る装置を
作製検討している。乙れによって更に→般状態不良
のもの，また小児症例への応用も可能と考える。
教室の臨床例 10例は殆んどの症例に効果が認め
られ， 3例では原疾患も治癒退院することができた。
併用療法が有効なことを認めている。しかし手術不
能症例K使用すると明らかに生体民有害な作用を及
ぼしている事実は，癌の化学療法施行時には症例を
選んで規定の十分な量の薬剤を間歌的に投与すべき
ことを示唆している。
